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スマホは適切に使用しよう サイバー犯罪防止、薬物乱用防止の講話

スマホの使用について文科省の HP で見つけ ７月４日に標記講演がありました。講師は教

ました。一部抜粋しました。ご注意！「情報メ 育庁と糸満警察署の方お二人です。サイバー犯

ディアが青少年へ及ぼす影響については，テレ 罪にあわない、薬物を使用しない。必ず出てく

ビ番組や家庭用テレビゲームにおける暴力表現 る注意事項ですが、私は、常に、このことに関

が青少年の暴力傾向を促すことや，インターネ して高校生に対し申し訳ないと思っています。

ットへ過度にのめり込むことと社会的不適応の こんな社会に誰がした。ということで。SNS 等は使
間に相関性があることなど，青少年への悪影響 用方法によっては活用できるものです。グロー

がある程度明らかになっている事項もある。」 バル社会には大いに力を発揮します。サイバー

「情報メディアを利用したバーチャルコミュニ 犯罪とは我々がなくしていかなければならない

ケーションの急速な普及が，青少年の脳の発達 事件です。インターネット、電話を使った様々

に重大な影響を及ぼす危険性があるとの指摘も な犯罪の種が氾濫しています。その一つ一つに

ある。」「良質のテレビ番組が青少年の社会性を 注視し犯罪者の罠にかからないようにすること、

高めるなど，情報メディアには青少年に有益な そして、そういった類いの罠には誰にもかから

影響があることも分かっている。」 ない社会を作っていくことが大事です。

留学生の帰校ぞくぞく ブラジル留学より帰国報告 終業式の挨拶（一部）
平成 28年から約一 先日、某ホテルにて本校三年生の 本校の教育目標に「…高度情報化

年間の海外留学を終 長期留学終了に際しての、報告会が した社会で生きていく豊かな教養と

えてぞくぞくと本校 あ り ま し 正しい判断力を身につけ、世界の人

へ帰ってきています。 た 。 主 催 々から信頼され、尊敬させる人材の

右記の生徒を含め７ は 那 覇 ロ 育成を目指す。」とあります。我々

人います。タイ、フ ー タ リ ー 教職員はその目標達成のために皆さ

ィリピン、ブラジル、 ク ラ ブ 様 んを応援しています。世界の人々と

米国、ドイツ、中国、 で す 。 本 我々は様々な面で異なることがあり

ポルトガルと留学先 人の上着には日本から持ち込んだワ ます。その一つに会議の状況があり

は多岐にわたってい ッペンとブラジルの仲間と交換した ます。ある会議では、意見の交換が

ました。それぞれ校 バッジやハンカチ等がめいいっぱい 中心であり、その中で自分の考えが

長への挨拶では目を 貼られており、活発な活動の様子が 述べられない方は会議室から出てい

輝かせ異国の生活の 一目でわかりました。始めの４ヶ月 いですよ。また、自身の意見を自信

様子を語っていまし は 苦 労 し を持ってずっと話し続ける方がい

た。この有益な経験 悩 ん だ こ て、時にはそれを止める勢いで、我

を生かして今後の糧 と 、 語 学 が意見を主張することもある。他に

にしてください。先 の 必 要 性 もいろいろありますが、とにかく皆

ずは本校にて本校生 を 実 感 し さんは世界の方と話し合う力量が必

徒のために何ができ た こ と 、 要なのです。学校行事や部活動、特

るのか考えていただ 会話等では厳しいことも言われたこ に授業は自身の意見を持つための基

きたい。ちなみに今 と。（日本の人たちは優しいと実 礎基本を付けてくれます。苦手を無

年からの出発は11人、 感）。様々なスキルが身につきまし くし、楽しく授業を受けて下さい。

米国８人、コスタリ た。ご両親も我が子の積極性の変容 時に、私も皆さんと一緒に授業に参

カ、イタリア、アル に心強さを感じ、また、帰国したこ 加してますが、学習内容はそんなに

ゼンチンです。精一 とへの安心感をもたれたことでしょ 難しくないし、大学入試に必要な力

杯楽しんで（勉強） う。この貴重な体験は終えてからが 以外にも世界の方と話し合うに必要

きて下さい。 勝負です。※画像は許可を確認しました。 な基礎知識が身につきます。

祝全国優秀賞、文化庁長官賞
８月に開催された全国高等学校総合文

化祭演劇部門において「優秀賞」「文化

庁長官賞」を受賞しました。大快挙です。

また、全国高総文祭優秀校東京公演が決

定しました。８月26日です。すごいです。

那覇空港で出迎えた保護者や本校職員の

歓声に力強い挨拶で応えてくれました。

平成21年創部の新しいサークルですが、これまでも県

内や九州地区で活躍した実績があります。今回の演目

「HANABI」では沖縄県高総文祭「最優秀賞」、九州高総
文祭「最優秀賞」を勝ち取り、今回の受賞となりました。

壮行公演で始めて鑑賞した私の感想は、「え、高校生？。

は、向陽生」でした。会場で鑑賞された全員が出来映えに驚いていました。この「驚いた」は予想

を遙かに超える演舞の上出来感を表しています。これまでの皆様の応援に感謝致します。


